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（　）前月比

平成28年5月31日現在

世帯数 6,226世帯（+9）

13,527
6,900
6,627

人（－5）

人（－6）

人（+1）

人　口
男
女
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住民健診を受けよう！
住民健診がまだの方は

個別病院でも受診できます。

第26回やんばる駅伝競走与論島大会

　北部12市町村と鹿児島県与論町、知名町、和
泊町から17チームが参加した第26回やんばる駅
伝競走与論島大会は5月28日、与論島を4周する
9区間44.2キロで争われ、本部町は2時間38分
12秒で名護市南チームに21秒差で敗れ惜しくも2
位となりました。

本部町惜しくも2位！
宇茂佐 隼人選手9区 嘉手納 承平選手8区 仲井間 ちひろ選手7区 安田 一史選手6区 屋冨祖 光佑選手5区

伊禮 亜紀子選手1区 島袋　匠選手2区 島袋　陽選手3区 玉城 吉春選手4区

区間賞

区間賞 区間賞

選手団

選手宣誓

ベジタブルインキを
使用しております。
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本
部
町
と（
一
社
）沖
縄
県
高
圧
ガ
ス
保
安

協
会
L
P
ガ
ス
部
会
は
6
月
6
日
、「
災
害
時

に
お
け
る
L
P
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る
協
定

書
」を
締
結
し
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
供
給
で
き

る
分
散
・
自
立
型
の
L
P
ガ
ス
は「
災
害
に
強

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と
よ
ば
れ
、
平
成
23
年
の
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
非
常
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
円
滑
な
対

応
体
制
等
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
目
的

に
協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
、
県
内
の
自
治
体

で
は
14
番
目
と
な
り
ま
す
。
同
部
会
の
渡
口

彦
則
部
会
長
は「
締
結
を
機
に
関
係
を
強
化

し
、
災
害
時
に
お
け
る
町
民
生
活
の
安
定
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　「
む
と
ぅ
ぶ
」の
語
呂
合
わ
せ
で
6
月
10
日

を「
む
と
ぅ
ぶ
の
日
」と
し
、
本
部
町
の
特
産

品
や
観
光
を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
同
日
、

那
覇
市
の
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
那
覇
市
近
郊

在
住
本
部
町
郷
友
会
の
青
年
部
が
中
心
と

な
っ
た
M
O
T
O
B
U
6
1
0（
玉
城
浩
二

会
長
）が
主
催
し
、
今
年
で
4
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
会
場
は
、
も
と
ぶ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
の
展
示
、
も
と
ぶ
故
郷
写

真
展
、
ぶ
ト
モ
ー
の
登
場
、
そ
し
て
町
内
関

係
者
の
多
く
が「
本
部
ウ
ェ
ア
」を
着
用
し
た

こ
と
で
本
部
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
春
の
全
島
闘

牛
大
会
軽
量
級
で
優
勝
し
た「
清
風
王
道
」も

一
日
観
光
大
使
と
し
て
登
場
し
、
多
く
の
観

客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
セ
ロ
ー
ラ

ス
ム
ー
ジ
ー
な
ど
を
無
料
配
布
し
、
本
町
の

　
本
部
町
で
は
、
4
月
16
日
に
発
生
し
た
平

成
28
年
熊
本
地
震
を
受
け「
九
州
・
山
口
9
県

災
害
時
応
援
協
定
」に
基
づ
く
災
害
時
応
援
・

派
遣
第
9
陣
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
職
員
1

人
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
チ
ー
ム

は
、
沖
縄
県
を
中
心
に
、
本
部
町
、
南
風
原
町
、

読
谷
村
の
職
員
計
11
人
で
組
織
さ
れ
、
地
震

に
よ
り
役
所
庁
舎
が
損
壊
し
た
熊
本
県
宇
土

市
に
お
い
て
5
月
31
日
か
ら
6
月
6
日
ま
で

の
7
日
間
、
避
難
所
運
営
支
援
や
罹
災
証
明

関
連
業
務
、
災
害
調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
企
画
政
策
課
の
兼
城
賢
志
主

事
は
、
宇
土
市
に
7
箇
所
あ
る
避
難
所
の
う

ち「
宇
土
小
学
校
体
育
館
避
難
所
」で
運
営
業

務
に
当
た
り
、
避
難
者
の
健
康
状
態
の
確
認

や
、
援
助
物
資
の
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
兼
城
主
事
は「
現
地
で
は
依
然
と
し
て
余
震

が
続
き
、
避
難
所
で
の
不
便
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
。
な
る
べ
く
被

災
者
が
ス
ト
レ
ス
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
業
務

を
行
っ
た
」

と
報
告
し

ま
し
た
。

　
町
で
は
、

引
き
続
き

要
請
に
応

じ
て
人
材

派
遣
等
の

支
援
を
行

う
予
定
で

す
。

　
町
立
博
物
館（
島
袋
貞
三
館
長
）は

「
慰
霊
の
日
沖
縄
戦
資
料
展
」に
あ
わ

せ
て
6
月
12
日
、
町
内
戦
跡
め
ぐ
り

を
行
い
ま
し
た
。
監
視
哨
跡
、
清
末

隊
指
揮
壕
跡
、
八
重
岳
野
戦
病
院
跡

な
ど
を
め
ぐ
り
、
証
言
者
か
ら
当
時

の
生
々
し
い
戦
争
の
様
子
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
元
三
高
女
学
徒
看
護
隊
と

　
梅
雨
空
の
6
月
12
日
、
第
36
回
沖

縄
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
選
手
権
が
県
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
部
町
選
手
団
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

6月10日はむとぅぶの日？　
本
部
高
校
の
魅
力
化
支
援
に
つ
い

て
話
し
合
う「
本
部
高
校
未
来
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
今
年
度
第
1
回
会
議
が

5
月
23
日
、
町
中
央
公
民
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
は
平
成
27
年

度
に
発
足
し
、
町
教
育
長
を
会
長
に

本
部
高
校
校
長
、
中
高
一
貫
担
当
教

師
、
本
部
小
、
本
部
中
、
上
本
部
中

P
T
A
会
長
及
び
本
部
高
P
T
C
A

会
長
、
卒
業
生
代
表
な
ど
20
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
本
部
高

校
の
魅
力
化
に
つ
い
て
話
し
合

う
も
の
で
、
学
力
向
上
、
特
色

教
育
、
P
R
活
動
な
ど
今
年
度

の
取
組
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。
本
部
高
校
の
仲
宗

根
勝
校
長
は「
本
部
高
校
に
対

す
る
町
の
支
援
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
、
生
徒
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
本
部
高
校
に
進
学
し
て

良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
魅
力

あ
る
高
校
に
し
た
い
」と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　
県
立
本
部
高
校
は
1
9
6
6

年
9
月
、
町
民
の
熱
望
に
よ
っ

て
設
立
が
認
可
さ
れ
、
翌
年
4

月
に
開
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
6
千
人
余
り
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
、
多
方
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
今
年
、
記
念
式
典
お
よ
び
祝

魅
力
あ
る
本
部
高
校
を
目
指
し
て

町
内
戦
跡
め
ぐ
り

町
内
戦
跡
め
ぐ
り

災
害
時
の
L
P
ガ
ス

供
給
協
定
を
締
結

災
害
時
の
L
P
ガ
ス

供
給
協
定
を
締
結

熊
本
地
震
の
応
援
で

本
町
職
員
を
派
遣

熊
本
地
震
の
応
援
で

本
町
職
員
を
派
遣

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

本
部
町
選
手
が

活
躍
！

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

本
部
町
選
手
が

活
躍
！

▲八重岳野戦病院に勤務した上原米子さん（恩納村出身） ▲八重岳での体験を語った森松長孝さん（伊豆味出身）

▲長年平和教育に携わる友利哲夫さん（谷茶出身） ▲元監視哨勤務員の中村英雄さん（健堅出身）

▲避難所運営支援に当たった兼城主事（右）

▲協定を締結した高良町長と渡口部会長（右から4番目）

賀
会
が
11
月
13
日
に
同
行
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
記
念
事
業
と
し
て
、

記
念
誌
発
刊
や
校
外
学
習
活
動
用
車

両
購
入
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
創

立
50
周
年
記
念
事
業
期
成
会（
上
間
紀

彦
会
長
）が
中
心
と
な
っ
て
町
民
、
同

窓
生
、
郷
友
会
、
地
域
事
業
所
な
ど

に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

し
て
八
重
岳
野
戦
病
院
に
勤
務
し
て

い
た
上
原
米
子
さ
ん（
90
歳
・
恩
納
村

出
身
）は
自
ら
描
い
た
挿
絵
と
と
も
に

体
験
を
語
り「
何
の
罪
も
な
い
子
ど
も

た
ち
ま
で
犠
牲
に
な
る
戦
争
は
繰
り

返
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
を
伝
え

て
い
く
の
は
経
験
し
た
私
た
ち
の
責

務
」と
話
し
ま
し
た
。

本
部
町・沖
縄
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

もとぶ観光PRイベント
in パレットくもじ

伝
え
て
い
こ
う
命
の
尊
さ

▲50周年記念事業期成会の同窓生会議に集まった皆さん
▶
一
日
観
光
大
使
の
清
風
王
道

▶
応
援
に
駆
け
つ
け
た

　高
良
文
雄
町
長

▲軽快な音楽を奏でたピージャーズ

▲Sky’s The Limitの登場に会場は大盛り上がり

特
産
品
を
広
く
P
R
し
ま
し
た
。

　
母
が
本
町
字
谷
茶
出
身
と
い
う
小
嶺
晶
子

さ
ん（
那
覇
市
在
住
）は
、「
写
真
展
で
若
い

頃
の
祖
父
の
写
真
が
あ
り
感
動
し
た
。
本
部

町
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ま
し
た
」と
語
り
ま

し
た
。

7位
4位
2位
1位
1位
1位（県新・大会新）
1位
1位
1位
1位

15秒12
2分54秒
28m46
19秒82
1分13秒23
9m09
25m23
7m02
19m55
20m66

100m走
800m走
やり投
80mH
300mH
砲丸投
円盤投
砲丸投
円盤投
やり投

屋冨祖光彦
安里　　永
嘉数　正次

50～54歳
55～59歳
60～64歳

豊里　友朝70～74歳

知念ひさみ45～49歳

仲宗根純子55～59歳

男子

女子

本
部
高
校
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

今
年
は
創
立
50
周
年

本
部
高
校

　T
E
L.
4
7-

2
4
1
8

お
問
い
合
わ
せ

7月は県産品奨励月間だよ！「じょうとーむん　使うよろこび　県産品」



　広報もとぶ　平成28年7月1日（金）　第328号3（  ）

　
本
部
町
と（
一
社
）沖
縄
県
高
圧
ガ
ス
保
安

協
会
L
P
ガ
ス
部
会
は
6
月
6
日
、「
災
害
時

に
お
け
る
L
P
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る
協
定

書
」を
締
結
し
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
供
給
で
き

る
分
散
・
自
立
型
の
L
P
ガ
ス
は「
災
害
に
強

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と
よ
ば
れ
、
平
成
23
年
の
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
非
常
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
円
滑
な
対

応
体
制
等
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
目
的

に
協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
、
県
内
の
自
治
体

で
は
14
番
目
と
な
り
ま
す
。
同
部
会
の
渡
口

彦
則
部
会
長
は「
締
結
を
機
に
関
係
を
強
化

し
、
災
害
時
に
お
け
る
町
民
生
活
の
安
定
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　「
む
と
ぅ
ぶ
」の
語
呂
合
わ
せ
で
6
月
10
日

を「
む
と
ぅ
ぶ
の
日
」と
し
、
本
部
町
の
特
産

品
や
観
光
を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
同
日
、

那
覇
市
の
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
那
覇
市
近
郊

在
住
本
部
町
郷
友
会
の
青
年
部
が
中
心
と

な
っ
た
M
O
T
O
B
U
6
1
0（
玉
城
浩
二

会
長
）が
主
催
し
、
今
年
で
4
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
会
場
は
、
も
と
ぶ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
の
展
示
、
も
と
ぶ
故
郷
写

真
展
、
ぶ
ト
モ
ー
の
登
場
、
そ
し
て
町
内
関

係
者
の
多
く
が「
本
部
ウ
ェ
ア
」を
着
用
し
た

こ
と
で
本
部
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
春
の
全
島
闘

牛
大
会
軽
量
級
で
優
勝
し
た「
清
風
王
道
」も

一
日
観
光
大
使
と
し
て
登
場
し
、
多
く
の
観

客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
セ
ロ
ー
ラ

ス
ム
ー
ジ
ー
な
ど
を
無
料
配
布
し
、
本
町
の

　
本
部
町
で
は
、
4
月
16
日
に
発
生
し
た
平

成
28
年
熊
本
地
震
を
受
け「
九
州
・
山
口
9
県

災
害
時
応
援
協
定
」に
基
づ
く
災
害
時
応
援
・

派
遣
第
9
陣
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
職
員
1

人
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
回
の
派
遣
チ
ー
ム

は
、
沖
縄
県
を
中
心
に
、
本
部
町
、
南
風
原
町
、

読
谷
村
の
職
員
計
11
人
で
組
織
さ
れ
、
地
震

に
よ
り
役
所
庁
舎
が
損
壊
し
た
熊
本
県
宇
土

市
に
お
い
て
5
月
31
日
か
ら
6
月
6
日
ま
で

の
7
日
間
、
避
難
所
運
営
支
援
や
罹
災
証
明

関
連
業
務
、
災
害
調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
企
画
政
策
課
の
兼
城
賢
志
主

事
は
、
宇
土
市
に
7
箇
所
あ
る
避
難
所
の
う

ち「
宇
土
小
学
校
体
育
館
避
難
所
」で
運
営
業

務
に
当
た
り
、
避
難
者
の
健
康
状
態
の
確
認

や
、
援
助
物
資
の
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
兼
城
主
事
は「
現
地
で
は
依
然
と
し
て
余
震

が
続
き
、
避
難
所
で
の
不
便
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
。
な
る
べ
く
被

災
者
が
ス
ト
レ
ス
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
業
務

を
行
っ
た
」

と
報
告
し

ま
し
た
。

　
町
で
は
、

引
き
続
き

要
請
に
応

じ
て
人
材

派
遣
等
の

支
援
を
行

う
予
定
で

す
。

　
町
立
博
物
館（
島
袋
貞
三
館
長
）は

「
慰
霊
の
日
沖
縄
戦
資
料
展
」に
あ
わ

せ
て
6
月
12
日
、
町
内
戦
跡
め
ぐ
り

を
行
い
ま
し
た
。
監
視
哨
跡
、
清
末

隊
指
揮
壕
跡
、
八
重
岳
野
戦
病
院
跡

な
ど
を
め
ぐ
り
、
証
言
者
か
ら
当
時

の
生
々
し
い
戦
争
の
様
子
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
元
三
高
女
学
徒
看
護
隊
と

　
梅
雨
空
の
6
月
12
日
、
第
36
回
沖

縄
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
選
手
権
が
県
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
部
町
選
手
団
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

6月10日はむとぅぶの日？　
本
部
高
校
の
魅
力
化
支
援
に
つ
い

て
話
し
合
う「
本
部
高
校
未
来
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
今
年
度
第
1
回
会
議
が

5
月
23
日
、
町
中
央
公
民
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
は
平
成
27
年

度
に
発
足
し
、
町
教
育
長
を
会
長
に

本
部
高
校
校
長
、
中
高
一
貫
担
当
教

師
、
本
部
小
、
本
部
中
、
上
本
部
中

P
T
A
会
長
及
び
本
部
高
P
T
C
A

会
長
、
卒
業
生
代
表
な
ど
20
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
本
部
高

校
の
魅
力
化
に
つ
い
て
話
し
合

う
も
の
で
、
学
力
向
上
、
特
色

教
育
、
P
R
活
動
な
ど
今
年
度

の
取
組
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。
本
部
高
校
の
仲
宗

根
勝
校
長
は「
本
部
高
校
に
対

す
る
町
の
支
援
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
応
え
、
生
徒
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
本
部
高
校
に
進
学
し
て

良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
魅
力

あ
る
高
校
に
し
た
い
」と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　
県
立
本
部
高
校
は
1
9
6
6

年
9
月
、
町
民
の
熱
望
に
よ
っ

て
設
立
が
認
可
さ
れ
、
翌
年
4

月
に
開
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
6
千
人
余
り
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
、
多
方
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
今
年
、
記
念
式
典
お
よ
び
祝

魅
力
あ
る
本
部
高
校
を
目
指
し
て

町
内
戦
跡
め
ぐ
り

町
内
戦
跡
め
ぐ
り

災
害
時
の
L
P
ガ
ス

供
給
協
定
を
締
結

災
害
時
の
L
P
ガ
ス

供
給
協
定
を
締
結

熊
本
地
震
の
応
援
で

本
町
職
員
を
派
遣

熊
本
地
震
の
応
援
で

本
町
職
員
を
派
遣

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

本
部
町
選
手
が

活
躍
！

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

本
部
町
選
手
が

活
躍
！

▲八重岳野戦病院に勤務した上原米子さん（恩納村出身） ▲八重岳での体験を語った森松長孝さん（伊豆味出身）

▲長年平和教育に携わる友利哲夫さん（谷茶出身） ▲元監視哨勤務員の中村英雄さん（健堅出身）

▲避難所運営支援に当たった兼城主事（右）

▲協定を締結した高良町長と渡口部会長（右から4番目）

賀
会
が
11
月
13
日
に
同
行
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
記
念
事
業
と
し
て
、

記
念
誌
発
刊
や
校
外
学
習
活
動
用
車

両
購
入
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
創

立
50
周
年
記
念
事
業
期
成
会（
上
間
紀

彦
会
長
）が
中
心
と
な
っ
て
町
民
、
同

窓
生
、
郷
友
会
、
地
域
事
業
所
な
ど

に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

し
て
八
重
岳
野
戦
病
院
に
勤
務
し
て

い
た
上
原
米
子
さ
ん（
90
歳
・
恩
納
村

出
身
）は
自
ら
描
い
た
挿
絵
と
と
も
に

体
験
を
語
り「
何
の
罪
も
な
い
子
ど
も

た
ち
ま
で
犠
牲
に
な
る
戦
争
は
繰
り

返
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
を
伝
え

て
い
く
の
は
経
験
し
た
私
た
ち
の
責

務
」と
話
し
ま
し
た
。

本
部
町・沖
縄
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

もとぶ観光PRイベント
in パレットくもじ

伝
え
て
い
こ
う
命
の
尊
さ

▲50周年記念事業期成会の同窓生会議に集まった皆さん
▶
一
日
観
光
大
使
の
清
風
王
道

▶
応
援
に
駆
け
つ
け
た

　高
良
文
雄
町
長

▲軽快な音楽を奏でたピージャーズ

▲Sky’s The Limitの登場に会場は大盛り上がり

特
産
品
を
広
く
P
R
し
ま
し
た
。

　
母
が
本
町
字
谷
茶
出
身
と
い
う
小
嶺
晶
子

さ
ん（
那
覇
市
在
住
）は
、「
写
真
展
で
若
い

頃
の
祖
父
の
写
真
が
あ
り
感
動
し
た
。
本
部

町
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ま
し
た
」と
語
り
ま

し
た
。

7位
4位
2位
1位
1位
1位（県新・大会新）
1位
1位
1位
1位

15秒12
2分54秒
28m46
19秒82
1分13秒23
9m09
25m23
7m02
19m55
20m66

100m走
800m走
やり投
80mH
300mH
砲丸投
円盤投
砲丸投
円盤投
やり投

屋冨祖光彦
安里　　永
嘉数　正次

50～54歳
55～59歳
60～64歳

豊里　友朝70～74歳

知念ひさみ45～49歳

仲宗根純子55～59歳

男子

女子

本
部
高
校
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

今
年
は
創
立
50
周
年

本
部
高
校

　T
E
L.
4
7-

2
4
1
8

お
問
い
合
わ
せ

メイドインもとぶもよろしくね！「町産品　使って元気な　まちづくり」



4（  ）　広報もとぶ　平成28年7月1日（金）　第328号

8月は「限度額適用・標準負担額減額認定証」の
更新をお忘れなく！

(有効期限が平成２9年７月３１日となります)
被保険者証が切り替わります

後期高齢者医療制度　被保険者の皆さまへ
　国民年金には、所得の減少や失業等で経済的に保険料
の納付が困難な場合、本人の申請によって国民年金保険
料の納付を免除する制度があります。毎年7月から新年度
として受付けています。
　保険料免除制度には、「全額免除」「一部免除（1/4免除・
半額免除・3/4免除）」「納付猶予（50歳未満・平成28年7月
1日より対象年齢拡大）」があります。
●所得申告がまだの方は受付できません。申告後、所得確
認のため１週間後からの受付となります。
　なお、一部免除の方が納付されない場合は、未納と同じ
扱いになるため、将来の年金額に反映されず、また、障害や
死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取る
ことができなくなる場合がありますのでご注意ください。

申請に必要なもの
●年金手帳又は基礎年金番号がわかるもの（納付書等）
●印鑑（認印）
○失業の場合は、雇用保険受給資格者証または雇用
　保険被保険者離職票等

●免除の結果は、日本年金機構から後日送付されます。免
除の承認期間は、7月から翌年の6月までです。
●前年度に引き続き免除を希望される方で、継続申請が
認められていない方は、毎年申請が必要ですので、7月1
日以降に手続をしてください。
●平成26年4月から申請時点から2年1ヶ月前までの期間
について遡って免除申請することができるようになりま
した。26、27年度分で未納期間がある方は、お早めに手
続きしてください。

　保険料の納め方は、年金から天引き（特別徴収）される場合
と、納付書による納付（普通徴収）の2つにわかれます。
　いずれの納め方になるかは、老齢・退職（基礎）年金等の受給額
などで決まります。
　特別徴収の方は、仮徴収（4月・6月・8月の年金から天引き）
されます。
●特別徴収 ＝ 年金から天引きされます。
【対 象 者】老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円以上の方
【納 め 方】偶数月に支払われる年金から、介護保険料があらかじ

め天引きされます。
●普通徴収 ＝ 納付書で個別に納めます。
【対 象 者】年度の途中で65歳になった方

年度の途中で他の市町村から転入した方
年度の初め（4月1日）には年金を受給していなかった方
年度の途中で所得の更正等があり、保険料額が変更と
なった方
老齢福祉年金受給者

【納 め 方】納期ごとに、広域連合から送られてきた納付書をもっ
て指定の金融機関などで納めていただくか、口座振替
によって納めていただきます。納期は7月（第1期）～翌
年3月（第9期）となります。

口座振替をご利用すると便利です！
　保険料が金融機関から自動的に振り替えられるため、手間が省
け、納め忘れもなくなります。取り扱い金融機関で、通帳届出印、通
帳、納付書を持参して「口座振替依頼書」に必要事項を記入し、申し
込みます。（口座振替の開始は、申し込みの翌月以降となります。）

介護保険料を滞納すると（給付制限について）
　介護保険料の納め忘れがありますと、介護サービスを利用した
際に、利用料を一旦全額支払わなければいけなくなったり、負担
割合が三割になる場合がありますので、納め忘れのないよう、よろ
しくお願い致します。

◆限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証）とは？
　後期高齢者医療の被保険者で、住民税非課税世帯の方が療養（入院・外来・調剤）を受ける場合に、減額認定証を被保
険者証に添えて医療機関の窓口に提示することにより、「一部負担金」（自己負担額）限度額の適用及び入院時の「食事代等」
が減額される証です。
　減額認定証の交付は、沖縄県後期高齢者医療広域連合にて認定された該当者については、8月の定期更新時に被保険者
証と同封します。
　なお、初めて申請する時などは、原則、申請手続きが必要になりますので、「◎申請・更新に必要なもの」をご持参のうえ、
保険予防課に申請してください。
　減額認定証は、申請した月の初日から適用となります。必ず「入院した月内」に申請してください。

◆長期入院該当候補者の方へ
　平成27年8月から平成28年7月の減額認定証（区分Ⅱ）に該当する期間のうち、入院日数が90日を超える方は、申請す
るとさらに食事代が減額されます。申請を希望される方は、「◎申請・更新に必要なもの」と「医療機関が発行した直近3か
月分の入院日数が確認できるもの（領収書、入院証明書など）」を持参して保険予防課に申請してください。

◆減額認定証が交付できない方
　世帯構成員に平成2８年度の所得が不
明の方（未申告者、申告の情報がない方）
がいる場合は、所得の定期判定ができま
せん。交付を希望される方は世帯員全員
の申告が必要となります。

●8月からは、医療機関の窓口に新しい
被保険者証を提示してください。

●被保険者証が届いたら、住所・氏名・
一部負担金の割合を確認してください。

　教育活動の活性化及び青少年健全育成等についての共
通理解、地域の教育環境の改善を図ることを目的として、
下記の日程で地域教育懇談会を開催します。
【対象者】どなたでも参加可能（家庭・地域・学校・行政）
【時　間】午後７時～

　就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定試験は、病気な
どやむを得ない事由により、保護者が義務教育諸学校に就学させ
る義務を猶予又は免除された子等について、中学校を卒業した者
と同等以上の学力があるかどうかを認定するために国が行う試験
で、合格した者には高等学校の入学資格が与えられます。

●受験資格、試験科目、出願方法、試験方法等の詳細は、本部町
教育委員会までお問い合わせください。

本部町地域教育懇談会のご案内

平成28年度の国民年金保険料の
免除申請受付が始まります

介護保険料納付のお願い
65歳以上のみなさん、7月から

平成28年度介護保険料普通徴収の納付が始まります。

7月  5日（火）

7月  6日（水）

7月12日（火）

7月13日（水）

7月14日（木）

7月26日（火）

本部小学校区

上本部小学校区

伊豆味小学校区

崎本部小学校区

瀬底小学校区

水納小学校区

町営ホール

新里コミュニティセンター

伊豆味公民館

崎本部公民館

瀬底集落センター

水納小学校

平成28年度 就学義務猶予免除者等の
中学卒業程度認定試験

受験案内配布期間

願書受付期間

試験実施期日

平成28年7月11日（月）～ 9月9日（金）

平成28年8月22日（月）～ 9月9日（金）

平成28年10月27日（木）

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ 本部町保険予防課　TEL.47-2701お問い合わせ

本部町福祉課　　TEL.47-2165
名護年金事務所　TEL.52-2522

申請・お問い合わせ

お問い合わせ

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ

沖縄県介護保険広域連合
（読谷村字比謝矼55番地2階）TEL.098-911-7503
本部町福祉課　TEL.47-2165

日程 小学校区 場所

◆自己負担限度額（月額）
所得区分
低所得Ⅰ 15,000円

低所得Ⅱ 24,600円 210円
100円

過去12か月の入院日数が90日以内
160円過去12か月の入院日数が91日以上

外来＋入院（世帯単位）

※低所得Ⅰ・低所得Ⅱ・・・同一世帯の世帯員全員が住民税非課税の方

1食当たりの食事代

◎申請・更新に必要なもの
●被保険者証（ピンク） ●本人の認印
※代理申請の場合は、代理人の方の身分証明書が必要です。
◎申請場所　本部町役場 保険予防課

平成28年8月から

新しい被保険者証は、
7月下旬までに郵送します。

新しい被保険者証は、
8月1日から来年の7月31日まで使えます。

被保険者証の色
（ピンク）の
変更はありません

現在お持ちの被保険者証は、
7月31日まで使えます。

（一部の方を除く）

台風シーズン到来！日頃の備えが大事だよ！
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8月は「限度額適用・標準負担額減額認定証」の
更新をお忘れなく！

(有効期限が平成２9年７月３１日となります)
被保険者証が切り替わります

後期高齢者医療制度　被保険者の皆さまへ
　国民年金には、所得の減少や失業等で経済的に保険料
の納付が困難な場合、本人の申請によって国民年金保険
料の納付を免除する制度があります。毎年7月から新年度
として受付けています。
　保険料免除制度には、「全額免除」「一部免除（1/4免除・
半額免除・3/4免除）」「納付猶予（50歳未満・平成28年7月
1日より対象年齢拡大）」があります。
●所得申告がまだの方は受付できません。申告後、所得確
認のため１週間後からの受付となります。
　なお、一部免除の方が納付されない場合は、未納と同じ
扱いになるため、将来の年金額に反映されず、また、障害や
死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取る
ことができなくなる場合がありますのでご注意ください。

申請に必要なもの
●年金手帳又は基礎年金番号がわかるもの（納付書等）
●印鑑（認印）
○失業の場合は、雇用保険受給資格者証または雇用
　保険被保険者離職票等

●免除の結果は、日本年金機構から後日送付されます。免
除の承認期間は、7月から翌年の6月までです。
●前年度に引き続き免除を希望される方で、継続申請が
認められていない方は、毎年申請が必要ですので、7月1
日以降に手続をしてください。
●平成26年4月から申請時点から2年1ヶ月前までの期間
について遡って免除申請することができるようになりま
した。26、27年度分で未納期間がある方は、お早めに手
続きしてください。

　保険料の納め方は、年金から天引き（特別徴収）される場合
と、納付書による納付（普通徴収）の2つにわかれます。
　いずれの納め方になるかは、老齢・退職（基礎）年金等の受給額
などで決まります。
　特別徴収の方は、仮徴収（4月・6月・8月の年金から天引き）
されます。
●特別徴収 ＝ 年金から天引きされます。
【対 象 者】老齢・退職・障害・遺族年金が年額18万円以上の方
【納 め 方】偶数月に支払われる年金から、介護保険料があらかじ

め天引きされます。
●普通徴収 ＝ 納付書で個別に納めます。
【対 象 者】年度の途中で65歳になった方

年度の途中で他の市町村から転入した方
年度の初め（4月1日）には年金を受給していなかった方
年度の途中で所得の更正等があり、保険料額が変更と
なった方
老齢福祉年金受給者

【納 め 方】納期ごとに、広域連合から送られてきた納付書をもっ
て指定の金融機関などで納めていただくか、口座振替
によって納めていただきます。納期は7月（第1期）～翌
年3月（第9期）となります。

口座振替をご利用すると便利です！
　保険料が金融機関から自動的に振り替えられるため、手間が省
け、納め忘れもなくなります。取り扱い金融機関で、通帳届出印、通
帳、納付書を持参して「口座振替依頼書」に必要事項を記入し、申し
込みます。（口座振替の開始は、申し込みの翌月以降となります。）

介護保険料を滞納すると（給付制限について）
　介護保険料の納め忘れがありますと、介護サービスを利用した
際に、利用料を一旦全額支払わなければいけなくなったり、負担
割合が三割になる場合がありますので、納め忘れのないよう、よろ
しくお願い致します。

◆限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証）とは？
　後期高齢者医療の被保険者で、住民税非課税世帯の方が療養（入院・外来・調剤）を受ける場合に、減額認定証を被保
険者証に添えて医療機関の窓口に提示することにより、「一部負担金」（自己負担額）限度額の適用及び入院時の「食事代等」
が減額される証です。
　減額認定証の交付は、沖縄県後期高齢者医療広域連合にて認定された該当者については、8月の定期更新時に被保険者
証と同封します。
　なお、初めて申請する時などは、原則、申請手続きが必要になりますので、「◎申請・更新に必要なもの」をご持参のうえ、
保険予防課に申請してください。
　減額認定証は、申請した月の初日から適用となります。必ず「入院した月内」に申請してください。

◆長期入院該当候補者の方へ
　平成27年8月から平成28年7月の減額認定証（区分Ⅱ）に該当する期間のうち、入院日数が90日を超える方は、申請す
るとさらに食事代が減額されます。申請を希望される方は、「◎申請・更新に必要なもの」と「医療機関が発行した直近3か
月分の入院日数が確認できるもの（領収書、入院証明書など）」を持参して保険予防課に申請してください。

◆減額認定証が交付できない方
　世帯構成員に平成2８年度の所得が不
明の方（未申告者、申告の情報がない方）
がいる場合は、所得の定期判定ができま
せん。交付を希望される方は世帯員全員
の申告が必要となります。

●8月からは、医療機関の窓口に新しい
被保険者証を提示してください。

●被保険者証が届いたら、住所・氏名・
一部負担金の割合を確認してください。

　教育活動の活性化及び青少年健全育成等についての共
通理解、地域の教育環境の改善を図ることを目的として、
下記の日程で地域教育懇談会を開催します。
【対象者】どなたでも参加可能（家庭・地域・学校・行政）
【時　間】午後７時～

　就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定試験は、病気な
どやむを得ない事由により、保護者が義務教育諸学校に就学させ
る義務を猶予又は免除された子等について、中学校を卒業した者
と同等以上の学力があるかどうかを認定するために国が行う試験
で、合格した者には高等学校の入学資格が与えられます。

●受験資格、試験科目、出願方法、試験方法等の詳細は、本部町
教育委員会までお問い合わせください。

本部町地域教育懇談会のご案内

平成28年度の国民年金保険料の
免除申請受付が始まります

介護保険料納付のお願い
65歳以上のみなさん、7月から

平成28年度介護保険料普通徴収の納付が始まります。

7月  5日（火）

7月  6日（水）

7月12日（火）

7月13日（水）

7月14日（木）

7月26日（火）

本部小学校区

上本部小学校区

伊豆味小学校区

崎本部小学校区

瀬底小学校区

水納小学校区

町営ホール

新里コミュニティセンター

伊豆味公民館

崎本部公民館

瀬底集落センター

水納小学校

平成28年度 就学義務猶予免除者等の
中学卒業程度認定試験

受験案内配布期間

願書受付期間

試験実施期日

平成28年7月11日（月）～ 9月9日（金）

平成28年8月22日（月）～ 9月9日（金）

平成28年10月27日（木）

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ 本部町保険予防課　TEL.47-2701お問い合わせ

本部町福祉課　　TEL.47-2165
名護年金事務所　TEL.52-2522

申請・お問い合わせ

お問い合わせ

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ

沖縄県介護保険広域連合
（読谷村字比謝矼55番地2階）TEL.098-911-7503
本部町福祉課　TEL.47-2165

日程 小学校区 場所

◆自己負担限度額（月額）
所得区分
低所得Ⅰ 15,000円

低所得Ⅱ 24,600円 210円
100円

過去12か月の入院日数が90日以内
160円過去12か月の入院日数が91日以上

外来＋入院（世帯単位）

※低所得Ⅰ・低所得Ⅱ・・・同一世帯の世帯員全員が住民税非課税の方

1食当たりの食事代

◎申請・更新に必要なもの
●被保険者証（ピンク） ●本人の認印
※代理申請の場合は、代理人の方の身分証明書が必要です。
◎申請場所　本部町役場 保険予防課

平成28年8月から

新しい被保険者証は、
7月下旬までに郵送します。

新しい被保険者証は、
8月1日から来年の7月31日まで使えます。

被保険者証の色
（ピンク）の
変更はありません

現在お持ちの被保険者証は、
7月31日まで使えます。

（一部の方を除く）

毎月第3水曜日は、町民ホール(役場1階)で行政相談所を開設するよ。今月は7月20日(14～16時)だよ。
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7・8月の町内行事・イベント情報

　もやすごみのうち約30％を食べ残しや野菜くずなどの生ごみが
占めます。堆肥にして家庭菜園やガーデニングに使えば、家庭か
ら出る生ごみを減らすことができます。本部町では生ごみの減量
化もしくは堆肥化することを目的に製造された機器を購入された
方へその費用の一部を補助金として助成を行っております。
【補助対象】
①本部町に住んでいる人（住民登録されている人）
②処理機及び処理容器を適切に維持管理し、有効に利用できる人
③生ごみからできた堆肥を自己処理できる人
④本部町における税金の滞納がない人（町税、国保税等）
【補助金額】　　
●処理機と処理容器の補助金を重複して受け取ることはできま
せん。購入費の2分の1以内（上限額5,000円）

【申請に必要な書類】　　
●購入後3ヶ月以内に申請が必要です。
・身分証明書等の写し（運転免許証、住民票等）  ・印鑑
・販売店発行の領収書（レシートのみは不可）
・レシート（商品名、値段等が記載されている）

　就農初期段階の青年就農者を支援する「青年就農給付金事業
（経営開始型）」の募集を行います。新規就農者の経営が安定する
までの期間（最長5年間）、年間最大150万円の給付を受けられる
可能性があります。
【主な応募要件】
①独立・自営就農時の年齢が原則45歳未満であり、農業経営者
となることについての強い意欲を有していること

②5年以内に農業経営を開始した者であること
③本部町人・農地プランに位置付けられていること、もしくは位置
付けられる見込みがあること

④青年等就農計画の認定を受けた者であること
⑤農業経営を開始してから5年後までに農業で生計が成り立つ計
画であり、計画の達成が実現可能であると見込まれること

⑥生活保護・求職者支援制度など、生活費を支給する国の他の事
業と重複受給でないこと等、その他いくつかの要件があります

※詳しい要件については、産業振興課にお問い合わせください。
【応募期間】平成28年7月1日（金）～ 29日（金）必着
※受付時間は、8時30分～17時15分の間（土日祝日、平日12～13
時を除く）

【応募方法・提出書類】
・応募期間中に、産業振興課へ必要書類を郵送又は持参してください。
・給付要綱、提出に必要な書類（計画様式等）は、町産業振興課よ
り受け取り、または町ホームページからダウンロードできます。
【給付対象者の決定】
書類選考、面談結果をもとに書面にて通知します。

　太陽光発電設備は、償却資産（固定資産）の申告の対象となる
場合があります。10kw以上の太陽光発電設備は、償却資産（課
税対象）となるため申告が必要です。
なお、経済産業省による『再生可能エネルギーの固定価格買取制
度』の認定を受けている場合は固定資産税の軽減措置（3年間）
が受けられます。
　申告方法等、詳しくは町税対策課までご連絡ください。

雇用支援施策相談事業のお知らせ
第24回参議院議員通常選挙　沖縄県では事業主支援事業として、雇用に関する助成金等の雇

用支援制度について皆様に広く知ってもらい、活用できるように
無料相談窓口の設置、巡回相談、セミナー、電話相談を行っていま
す。新規雇入、創業・事業拡大等さまざまな支援制度についてのお
問い合わせに社会保険労務士が対応いたします。お気軽にご利
用ください。
【場所】グッジョブセンターおきなわ（那覇市泉崎1－15－10）
【対象】事業主・創業予定者
【窓口対応】午前9時～午後5時

ハチに注意しましょう！
　ハチは春から初夏にかけて活動を開始し、軒下や庭木、枝の茂
みなどに巣をつくります。夏から秋には、子育て等のために活動が
活発になり、巣に近づくだけでも攻撃してくる可能性があります。
庭木の手入れや茂みに入る場合は、周りにハチがいないか十分気
をつけてください。 
　また、一般住宅や庭などにできたハチの巣は、原則として巣の
所在する土地、家屋の所有者または管理者が責任をもって駆除し
ていただくことになります。町民の皆さまのご理解とご協力をお
願いします。
　ただし、公共の場にできた巣や高齢者のみで構成されている世
帯等で駆除が困難な場合は本部町役場までご相談ください。
※保険予防課では、個人でハチの巣を駆除する方に、ハチ駆除用
防護服の無料貸し出しを行なっております。詳しくは保険予防
課までご連絡ください。

高齢者向け給付金の受付申請書の
提出をお早めに！

　該当する可能性のある方々に、申請書の送付をしていますので
確認してください。
【申請締切日】平成28年7月29日（消印有効）
※申請期間を過ぎると支給を辞退したものとみなしますのでご注
意ください。

本部町地域包括支援センター（福祉課内）  TEL.43-0565
お問い合わせ

本部町商工観光課　TEL 47-2700お問い合わせ

本部町福祉課　　TEL 47-2165お問い合わせ

本部町選挙管理委員会　TEL.47-2358お問い合わせ

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ

生ごみ処理機および処理容器補助金

　足・腰が痛い方にお勧め。インストラクターによる直接指導で、
安全・安心。水中の浮力で体に負担が少なく、効果的に筋力をつけ
ることが出来ます。
＊初めての方は優先して受付します。お早めにお申込みください。
【対象者】65歳以上の方　　【定員】12名
【期間】9月23日（金）～12月9日（金）
【日時】毎週金曜日 午前9時半～11時
【場所】もとぶ元気村内温水プール
　　   （ウェルネスセンター）
【参加費】無料　　【送迎】なし
【お申込み】7月22日（金）から

本部町営市場出店希望者の募集
　町営市場の空き店舗への入居を次のとおり募集致します。
【出店場所】本部町営市場2店舗　7-3（24.36㎡）  5-1（49.56㎡）
【月使用料】1㎡あたり400円（別途消費税が加算されます）
【応募条件】町内在住の方で、町税等の未納がない方
【募集期間】平成28年7月1日（金）～7月29日（金）
【申込方法】専用の申請用紙及び任意の事業計画書等を提出
【申込用紙配布・受付場所】本部町役場商工観光課 

平成28年度 夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会inもとぶ
みんなでラジオ体操をしよう！

【投票できる人】満18歳以上(平成10年7月11日出生まで)で、選挙
人名簿に登録されていることが要件です。市町村間で住所を移転
してから3カ月に達しない方は、移転前の市町村の選挙人名簿に
登録されていることを確認して、移転前の市町村で投票すること
になります。

グッジョブ相談ステーション　TEL.098-941-2044お問い合わせ

平成28年度本部町青年就農給付金
（経営開始型）の募集

愛知県…………………………仲宗根  清 様〈ご寄付〉 3万円

本部町ちゅらまちづくり応援基金へ
ご寄付 ありがとうございました。平成28年5月11日～平成28年6月10日分

本部町産業振興課　TEL.47-2412お問い合わせ

本部町保険予防課　TEL.47-5602本部町保険予防課　TEL.47-5602お問い合わせ

本部町町税対策課　TEL.47-2417お問い合わせ

申請・お問い合わせ

7月は固定資産税2期・国保税1期の納付月です

平成28年7月25日(月）

保険予防課 TEL.47-2701 町税対策課 TEL.47-5629お問い合わせ

固定
資産税
町県
民税
軽自動
車税

国保税

納付月 4    5    6    7    8    9   10  11 12   1    2月    月    月    月    月    月    月    月    月    月    月

○ ○

○

○
○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

○ ○ ○

○ ○
1期

1期

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

2期 3期 4期

2期 3期 4期

午後5時30分～
　　　　午後7時30分

7月の夜間
納税相談日

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

※平成28年度国保税の納付書は7月中旬に郵送予定となっています。

相談できる税/固定資産税・町県民税・軽自動車税・国保税

平成28年7月10日（日）執行
投票時間 午前7時～午後8時

水中ウォーキング教室
いつまでも「自分らしい生活」を送るために「貯筋」を始めよう！

　「夏季巡回ラジオ体操会」は夏休み期間中の健康づくりに役立
てるために毎年、全国43会場で実施しています。平成28年度の沖
縄県会場は本部町に決定致しました！この体操会の模様はNHK
ラジオ第1放送で全国に公開生中継されます。どなたでも参加可
能です。参加記念品をご用意しておりますので、皆様のご参加お
待ちしております！
【日時】7月25日（月）午前6時
【晴天会場】本部町運動公園    
【雨天会場】本部町民体育館
※駐車場に限りがございますので、
　なるべく乗り合わせでのご参加
　お願い致します。

16日
17日
26日
29日

3・10・17日
13日

20日
27日

町立博物館ギャラリー
上本部小グラウンド
町立博物館ギャラリー
町立博物館ギャラリー

町立図書館
ウチマンモー
（瀬底区慰霊塔前広場）
町立博物館ギャラリー
具志堅区

場所行事・イベント日程
おはなし会
具志堅区区民運動会
夏休み企画ワークショップ
第5回しまくとぅば
語やびら大会
夏休み企画・図書館クイズ
瀬底夏まつり

おはなし会
具志堅のシニーグ
（旧暦7月25日）

7
月

8
月

太陽光発電設備（事業用）は
固定資産の申告が必要です！

●国保税額は納税通知書２ページに算定額が記載されています。また同封していま
すチラシをお読みください。
●税額について疑問等ありましたら下記役場窓口にてお問い合わせください。

「年金生活者等支援臨時福祉（高齢者向け）給付金」の振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意！



　広報もとぶ　平成28年7月1日（金）　第328号7（  ）

広  告

7・8月の町内行事・イベント情報

　もやすごみのうち約30％を食べ残しや野菜くずなどの生ごみが
占めます。堆肥にして家庭菜園やガーデニングに使えば、家庭か
ら出る生ごみを減らすことができます。本部町では生ごみの減量
化もしくは堆肥化することを目的に製造された機器を購入された
方へその費用の一部を補助金として助成を行っております。
【補助対象】
①本部町に住んでいる人（住民登録されている人）
②処理機及び処理容器を適切に維持管理し、有効に利用できる人
③生ごみからできた堆肥を自己処理できる人
④本部町における税金の滞納がない人（町税、国保税等）
【補助金額】　　
●処理機と処理容器の補助金を重複して受け取ることはできま
せん。購入費の2分の1以内（上限額5,000円）

【申請に必要な書類】　　
●購入後3ヶ月以内に申請が必要です。
・身分証明書等の写し（運転免許証、住民票等）  ・印鑑
・販売店発行の領収書（レシートのみは不可）
・レシート（商品名、値段等が記載されている）

　就農初期段階の青年就農者を支援する「青年就農給付金事業
（経営開始型）」の募集を行います。新規就農者の経営が安定する
までの期間（最長5年間）、年間最大150万円の給付を受けられる
可能性があります。
【主な応募要件】
①独立・自営就農時の年齢が原則45歳未満であり、農業経営者
となることについての強い意欲を有していること
②5年以内に農業経営を開始した者であること
③本部町人・農地プランに位置付けられていること、もしくは位置
付けられる見込みがあること
④青年等就農計画の認定を受けた者であること
⑤農業経営を開始してから5年後までに農業で生計が成り立つ計
画であり、計画の達成が実現可能であると見込まれること
⑥生活保護・求職者支援制度など、生活費を支給する国の他の事
業と重複受給でないこと等、その他いくつかの要件があります

※詳しい要件については、産業振興課にお問い合わせください。
【応募期間】平成28年7月1日（金）～ 29日（金）必着
※受付時間は、8時30分～17時15分の間（土日祝日、平日12～13
時を除く）

【応募方法・提出書類】
・応募期間中に、産業振興課へ必要書類を郵送又は持参してください。
・給付要綱、提出に必要な書類（計画様式等）は、町産業振興課よ
り受け取り、または町ホームページからダウンロードできます。
【給付対象者の決定】
書類選考、面談結果をもとに書面にて通知します。

　太陽光発電設備は、償却資産（固定資産）の申告の対象となる
場合があります。10kw以上の太陽光発電設備は、償却資産（課
税対象）となるため申告が必要です。
なお、経済産業省による『再生可能エネルギーの固定価格買取制
度』の認定を受けている場合は固定資産税の軽減措置（3年間）
が受けられます。
　申告方法等、詳しくは町税対策課までご連絡ください。

雇用支援施策相談事業のお知らせ
第24回参議院議員通常選挙　沖縄県では事業主支援事業として、雇用に関する助成金等の雇

用支援制度について皆様に広く知ってもらい、活用できるように
無料相談窓口の設置、巡回相談、セミナー、電話相談を行っていま
す。新規雇入、創業・事業拡大等さまざまな支援制度についてのお
問い合わせに社会保険労務士が対応いたします。お気軽にご利
用ください。
【場所】グッジョブセンターおきなわ（那覇市泉崎1－15－10）
【対象】事業主・創業予定者
【窓口対応】午前9時～午後5時

ハチに注意しましょう！
　ハチは春から初夏にかけて活動を開始し、軒下や庭木、枝の茂
みなどに巣をつくります。夏から秋には、子育て等のために活動が
活発になり、巣に近づくだけでも攻撃してくる可能性があります。
庭木の手入れや茂みに入る場合は、周りにハチがいないか十分気
をつけてください。 
　また、一般住宅や庭などにできたハチの巣は、原則として巣の
所在する土地、家屋の所有者または管理者が責任をもって駆除し
ていただくことになります。町民の皆さまのご理解とご協力をお
願いします。
　ただし、公共の場にできた巣や高齢者のみで構成されている世
帯等で駆除が困難な場合は本部町役場までご相談ください。
※保険予防課では、個人でハチの巣を駆除する方に、ハチ駆除用
防護服の無料貸し出しを行なっております。詳しくは保険予防
課までご連絡ください。

高齢者向け給付金の受付申請書の
提出をお早めに！

　該当する可能性のある方々に、申請書の送付をしていますので
確認してください。
【申請締切日】平成28年7月29日（消印有効）
※申請期間を過ぎると支給を辞退したものとみなしますのでご注
意ください。

本部町地域包括支援センター（福祉課内）  TEL.43-0565
お問い合わせ

本部町商工観光課　TEL 47-2700お問い合わせ

本部町福祉課　　TEL 47-2165お問い合わせ

本部町選挙管理委員会　TEL.47-2358お問い合わせ

本部町教育委員会　TEL.47-2206お問い合わせ

生ごみ処理機および処理容器補助金

　足・腰が痛い方にお勧め。インストラクターによる直接指導で、
安全・安心。水中の浮力で体に負担が少なく、効果的に筋力をつけ
ることが出来ます。
＊初めての方は優先して受付します。お早めにお申込みください。
【対象者】65歳以上の方　　【定員】12名
【期間】9月23日（金）～12月9日（金）
【日時】毎週金曜日 午前9時半～11時
【場所】もとぶ元気村内温水プール
　　   （ウェルネスセンター）
【参加費】無料　　【送迎】なし
【お申込み】7月22日（金）から

本部町営市場出店希望者の募集
　町営市場の空き店舗への入居を次のとおり募集致します。
【出店場所】本部町営市場2店舗　7-3（24.36㎡）  5-1（49.56㎡）
【月使用料】1㎡あたり400円（別途消費税が加算されます）
【応募条件】町内在住の方で、町税等の未納がない方
【募集期間】平成28年7月1日（金）～7月29日（金）
【申込方法】専用の申請用紙及び任意の事業計画書等を提出
【申込用紙配布・受付場所】本部町役場商工観光課 

平成28年度 夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会inもとぶ
みんなでラジオ体操をしよう！

【投票できる人】満18歳以上(平成10年7月11日出生まで)で、選挙
人名簿に登録されていることが要件です。市町村間で住所を移転
してから3カ月に達しない方は、移転前の市町村の選挙人名簿に
登録されていることを確認して、移転前の市町村で投票すること
になります。

グッジョブ相談ステーション　TEL.098-941-2044お問い合わせ

平成28年度本部町青年就農給付金
（経営開始型）の募集

愛知県…………………………仲宗根  清 様〈ご寄付〉 3万円

本部町ちゅらまちづくり応援基金へ
ご寄付 ありがとうございました。平成28年5月11日～平成28年6月10日分

本部町産業振興課　TEL.47-2412お問い合わせ

本部町保険予防課　TEL.47-5602本部町保険予防課　TEL.47-5602お問い合わせ

本部町町税対策課　TEL.47-2417お問い合わせ

申請・お問い合わせ

7月は固定資産税2期・国保税1期の納付月です

平成28年7月25日(月）

保険予防課 TEL.47-2701 町税対策課 TEL.47-5629お問い合わせ
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7月の夜間
納税相談日

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

※平成28年度国保税の納付書は7月中旬に郵送予定となっています。
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水中ウォーキング教室
いつまでも「自分らしい生活」を送るために「貯筋」を始めよう！

　「夏季巡回ラジオ体操会」は夏休み期間中の健康づくりに役立
てるために毎年、全国43会場で実施しています。平成28年度の沖
縄県会場は本部町に決定致しました！この体操会の模様はNHK
ラジオ第1放送で全国に公開生中継されます。どなたでも参加可
能です。参加記念品をご用意しておりますので、皆様のご参加お
待ちしております！
【日時】7月25日（月）午前6時
【晴天会場】本部町運動公園    
【雨天会場】本部町民体育館
※駐車場に限りがございますので、
　なるべく乗り合わせでのご参加
　お願い致します。
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太陽光発電設備（事業用）は
固定資産の申告が必要です！

●国保税額は納税通知書２ページに算定額が記載されています。また同封していま
すチラシをお読みください。
●税額について疑問等ありましたら下記役場窓口にてお問い合わせください。

「18歳からの選挙権」は平成28年7月10日執行の第24回参議院議員通常選挙から適用されるよ！



平成28年7月1日（金）第328号本部町飲酒運転根絶の町「飲酒運転　しない　させない　地域の輪」

編集・発行／本部町企画政策課  〒905-0292  沖縄県国頭郡本部町字東5番地　TEL 0980-47-2702 
ホームページアドレス  http://www.town.motobu.okinawa.jp/ 　メールアドレス  motobu@town.motobu.okinawa.jp

印刷／光文堂コミュニケーションズ（株） TEL 098-889-1131　
ホームページアドレス  http://www.kobundo.net

（　）前月比

平成28年5月31日現在

世帯数 6,226世帯（+9）

13,527
6,900
6,627

人（－5）

人（－6）

人（+1）

人　口
男
女

次目
6月10日はむとぅぶの日？ほか……………………

魅力ある本部高校を目指してほか………………

後期高齢者医療制度被保険者の皆さまへ……

国民年金保険料の免除申請ほか……………

情報ひろば……………………………………

第43回本部海洋まつりのお知らせ……………

2

3

4

5

6～7

8

住民健診を受けよう！
住民健診がまだの方は

個別病院でも受診できます。

第26回やんばる駅伝競走与論島大会

　北部12市町村と鹿児島県与論町、知名町、和
泊町から17チームが参加した第26回やんばる駅
伝競走与論島大会は5月28日、与論島を4周する
9区間44.2キロで争われ、本部町は2時間38分
12秒で名護市南チームに21秒差で敗れ惜しくも2
位となりました。

本部町惜しくも2位！
宇茂佐 隼人選手9区 嘉手納 承平選手8区 仲井間 ちひろ選手7区 安田 一史選手6区 屋冨祖 光佑選手5区

伊禮 亜紀子選手1区 島袋　匠選手2区 島袋　陽選手3区 玉城 吉春選手4区

区間賞

区間賞 区間賞

選手団

選手宣誓

ベジタブルインキを
使用しております。


